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●はじめに
　Puritan BennettTM 560（以下PB560）は、LEGENDAIRⓇ

（AIROX 社、フランス）の後継機種として新たに保険
適用となった携帯型人工呼吸器である。病院内および
在宅用人工呼吸器としての活用が期待できる。今回、当
院で使用した経験から特徴について報告する。
●PB560 の特徴
　重量が 4.5kg と LEGENDAIR Ⓡの軽量でコンパクト
な形状を受け継ぎ、操作性も簡便で、ケアする家族や
スタッフが混乱せずに使用できる。
　外観は類似しているが、LEGENDAIR Ⓡの利点を損
なわずに問題とされていたバッテリ振動対策やタービン
温度監視など、内部構成の多くが修正された。
　ディスプレイスクリーンは、夜間に見やすい黒地に
白抜き文字で、波形ディスプレイ（圧波形とフロー波
形）が追加された。これにより、夜間睡眠中の稼働チ
ェックやエアリークを含めた呼吸管理がしやすくなっ
た。特にディスプレイスクリーンの文字の見やすさは、
看護師や在宅でケアする家族からとても好評である。
●オプションの豊富さ
　在宅で使用する際には、突発的な停電や計画停電、そ
して震災による長時間停電も考慮した電源確保が重要
になる。PB560 は AC 電源、リチウムイオンの内部バ
ッテリのほか、外付けバッテリパックの DC 電源（1 本
入りと 2 本入りが選べる）、自動車のシガーライター
から電源を供給するケーブルなどが揃っている。
　気管挿管や気管切開から非侵襲的換気（noninvasive 
ventilation：NIV）まで対応が可能で、回路はシングル
とダブルを選べ、呼気弁付きと呼気弁なしを排他的に
選択できる。換気モードも増え従量式と従圧式が使え、
小児から成人まで、急性期から長期人工呼吸までの多
くの症例に適応ができる。
　PB560 のカタログには、リュックサック型のモバイ
ルバッグを使い屋外で活動する写真が掲載されている。

本邦でも、終日（24 時間）NIV 使用の神経筋疾患で、
PB560 を電動車いすに搭載して活動する方々がいる。
●NIV 用インターフェイスの自由度
　当院内における長期人工呼吸と、当院が関わってい
る在宅人工呼吸は、筋ジストロフィーや脊髄性筋萎縮
症などの神経筋疾患が多く、NIV がほとんどである。
その際のインターフェイスは、鼻チューブ、鼻プラグ、
鼻マスク、口鼻マスク、顔マスク、マウスピース、オ
ーラルマスクと多岐にわたっている。呼吸筋疲労が著
しく、自発呼吸が乏しいもしくは消失した終日 NIV で
は、インターフェイスによる皮膚トラブルの対処と QOL

（quality of life）を考慮し、異なる複数のインターフェ
イスを用いている。例えば昼間は視野が広く会話や食
事摂取が容易な鼻プラグで、夜間はエアリークが少な
く安定した鼻マスクのように、皮膚に触れる部分が異
なる形状を選択している。
　このように NIV では、インターフェイスのラインナ
ップの豊富さが求められるが、PB560 はインターフェ
イスの仕様に関する制限が少なく、ラインナップ的に
もほぼ要望に合わせて選択できることを特記したい。こ
れは神経筋疾患などの長期人工呼吸の患者と、関わる
者にとっては、とても大きな意味を持つ。
●おわりに
　PB560 は保険診療でカバーされるレンタルプランが
豊富で、病院内で使用、在宅での使用などの用途に応
じて、多彩なセット内容プランから選択できる。前述
の DC 電源やシガーライターケーブルなどの電源類、回
路構成、リュック型モバイルバッグ、インターフェイ
ス類のほか、アンブバッグ、経皮酸素飽和度モニター
などを含めた在宅セットプランも充実している。
　病院内から在宅まで人工呼吸管理においては、人工
呼吸器本体だけではなく、消耗品や安全管理の物品を
含めてマネジメントすることが必須である。その点で、
PB560 を用いたレンタルプランの活用は、本邦の長期
人工呼吸ケアシステム充実の鍵となる可能性がある。




